
 

 

2019 年も残すところ 1 週間となりました。今年を皆さんはどう振り返ります

か？今、皆さんは新しい世界へ飛び立つ直前の不安に包まれた時かもしれませ

ん。大学入試制度改革が大きく揺れ動き、受験生にとっては不安をかきたてら

れるような報道が日々行われてきました。人工知能ＡＩが人間の仕事にとって

代わろうとする中、少子高齢化による年金問題が将来に対する不安をあおり、

この星の温暖化は進み、環境問題は何ら決定的な解決策を見いだせずにいる。

若い環境活動家が「成熟していない大人たち」に向けて問題提起をした国連で

のスピーチ。この先、一体僕たち人類はどこに向かって行こうとしているのか、

どこに向かわねばならないのか。そんな時代にあなたたちは時代の担い手とな

っていくのです。  

18 期生は産社、総学、課研の学びの締めくくりとして「合意形成」の授業に

取り組みました。幾つかのテーマについて様々な立場・観点から問題に対する

理解を深めてきました。その中で最後のテーマとして海洋プラスチックゴミの

問題を学びました。人間の営みが生み出す様々な問題を、「今日」を生きること

と引き換えに先送りしてはいけないと誰もがわかっているのに…。それをキレ

イゴトと言って目を背けていいのだろうか。高校卒業というのはひとつの節目

にすぎないのかもしれない、これから皆さんが飛び立っていく世界はそんな問

題が山積しているのですから。デイベートとは違う様々な立場を越えて問題に

取り組んでいく「合意形成」から学ぶことは多い、私はそう思います。  

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

 

「合意形成」学習の記録 より  

☆  法律を作るという意見には意味がないとか、作るのに時間がかかるという意

見があったのですが、話し合いをしていくと「抑制効果」があるという意見

が出てきてなるほどなと思いました。このテーマが一番身近ですぐに行動に

移すことができるので、話し合うことで問題点も出てくるし、良い案もでて

くるのがおもしろかったです。  

☆  様々なゲームや話し合いを通して異なる視点から物事を捉えることの大切

さに気づきました。物事を幅広く捉えることを体験できるいい機会でした。 

☆  自分の意見と他の人の意見のちょうどいい合意案を考えることが難しかっ

たです。どちらかの意見が消えてしまうことが多くあり、合意とは何なんだ

ろうと考えさせられた。  

☆  合意形成を終えて「これでいいか」と妥協することが、もう一方のマイナス

になるということを個人やグループで考えることで、合意形成の難しさだけ

でなく、私たちが考えることの重要性を身をもって実感し、またその問題に

対してどのように自分で考え少しでも問題解決を行うことがこれから将来

世代に責任を負わせないためにも大切なんだと思いました。  
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☆  合意形成することによって、一番良い物でなくてもより良いものができると

思いました。また世の中には解決しづらい問題がたくさんありますが、それ

を解決できないものとして放置するのではなく、しっかりと向き合い合意形

成などの話し合いを通して、より良い解決策を考えることが大事だと思いま

した。  

☆  ディベートとはまた違い他人を尊重しつつも自分の発言をするにはどうす

ればよいのかと非常に考えました。あと班の人と意見を組み合わせて最終的

にひとつにまとめるのには必ずみんなが納得するということが難しいとい

うことを学びました。ですが社会に出たときこの力が一番身についていて得

をするということが分かっていたので真剣に取り組めて良かったです。  

☆  様々な角度からその問題を見ることで、考え方が広がるということを知った。 

☆  自分だけが話すのではなく相手の意見もしっかり聞き、お互いが納得するま

で話し合うことと注意点はないか、まとまった意見を客観的に見ることが大

切だと、今回の合意形成で学ぶことができました。また世の中で起きている

問題に対して、自分の考えを深める良い機会となりました。  

☆  テレビのニュースなどを見て今までは、国や地域での問題については、国民

の一人としての視点でしか考えていなかったので、政府や専門家の意見はお

かしいと思うことが多々ありましたが、今回のゲームで１つの問題について

立場が違えば異なる答えが出ることにとても納得することができました。  

☆  同じ日本人でもかなり難しいと感じたのに「誰がなぜゲーム」と「海洋プラ

スチックゴミ」の問題は国際的な問題であり価値観、考え方の異なる異国の

人々と合意形成を行う場合、更に合意は難しくなるだろう。誰か一人を優先

しすぎない全員の最大幸福を求めていくためには知識が必要になってくる。

また、やはり多種の視点を常に増やしていくことも重要であるとも改めて感

じました。自ら考えた意見をしっかり提示することも大事だ。  

☆  ディベートとは違い合意形成はどちらかというと批判することよりも、お互

いの意見の共通のメリットは残して、デメリットになるところは極力減らす

という結論まで出さないといけないので、そこが一番難しいところだと思っ

た。２つの立場や関わっているすべての立場の分まで配慮しなければいけな

いので、決定にとても時間がかかるのは当たり前だと思った。  

☆  自分の意見だけを押して、相手を打ち負かすような話し合いもありだけど、

お互いの意見を理解して合意形成した方がより深い意見を出せることに気

がついた。人の意見を聞きながら、自分の意見もしっかり伝え、たくさん話

し合えば、この先大人になったときにもよりよい合意形成をとれると考えた。 
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 みなさんの感想を読んでいて「感じてほしいこと」が沢山伝わっていると思

いました。18 期生から少しずつ新しい取り組みをしてきた「総合学習」と「課

題研究」。やってきて良かったと思います。裏面では今年 1 年課題研究でもお

世話になりました、敬愛する北高の星、村川力三先生の文章を掲載させていた

だきます。この「YELL」への原稿依頼をしたところ、快諾して下さり原稿を

送って下さいました。みんなの大先輩の 18 期生へのメッセージです。  

 村川先生、ありがとうございます。そしてお世話になりました。  



1 月の行事予定  

日 曜 行    事 備  考

1 水          元日
2 木 　　冬季休業
3 金
4 土
5 日
6 月 　　北高ファイナル1日目
7 火 　　北高ファイナル2日目
8 水 大掃除、全校集会、年次集会、センターガイダンス

9 木
10 金
11 土
12 日
13 月 成人の日
14 火
15 水
16 木
17 金
18 土 センター試験①
19 日 センター試験②
20 月 （３，４限）センター試験自己採点
21 火 教育相談
22 水
23 木 大掃除・ワックス作業
24 金 年次集会
25 土 家庭学習期間
26 日 　　　　　第3回英検
27 月
28 火 　　　　　教育相談
29 水
30 木
31 金

 

 

 

 

 


